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研究成果の概要 

 新宅グループは RNA movie撮影技術の要素技術であるナノエレクトロポレーションによる非殺傷

的 RNA抽出の再現性向上を目指して、デバイスの組み上げ方法を改善し、複数回かつ 1細胞解

像度の RNA の転写を実現した。空間トランスクリプトームの実現へと進めている。次世代シーケン

スを用いた方法も検討しており、シグナルとノイズの最適化および分子ピクセルの大面積化を可能

にした。RNA movieの proof of conceptを示した Live-organismal transcriptomicsに関する論文は

査読コメントに対する対応を行ない，再度投稿した．また、ELASTomics を用いた解析を細胞競合

の研究テーマを含む複数の共同研究に展開している。 口丸グループは，ナノポアメンブレン上で

の間葉系幹細胞の培養条件を検討するとともに，近赤外発光基質 AkaSuke の開発に関する論文

を投稿し，査読コメントに対する改訂作業を進めている. 沢野グループは、HT1080 細胞が特定の

ドキソルビシン濃度環境下で生存延長した際に現れる「endoreplication」に着目している。マウス担

癌実験において新規 in vivo multi-color顕微内視鏡システムを報告した。本現象の前後で量的変

化を示す RNA に着目し、蛍光タンパクを用いたゲノムラベルによりライブイメージングを実施し、細

胞挙動の変化を追跡することで運命転換との関連性を解釈するための新たな実験系を構築した。

錦井グループは、急性骨髄性白血病発症後の造血幹細胞(HSC)の炎症応答のシングルセル解析

に関する論文を投稿し査読コメントの関する追加実験を行った。さらに、新規 HSC 増幅システムと

低分子化合物ライブラリを用いた HSC の自己複製過程の Live-Imaging 解析を行い RNA movie

への融合を検討した。 
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